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エコネット
藤抄己環境う璽重力1=行民う裏絡会議

第 アS1

(略称藤沢エコネット）

l
主i･武田新究所建設に抗議声明
なi｡県道｢横浜藤沢線｣延伸建設と住民の意見
記i・荏原ダｲｵｷｼﾝ発生炉解体と企業責任
事i･地球温暖化を救う太陽光発電
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局〒252-0816藤沢市遠藤849-9

a/FAXO466-87-4922(夜間のみ）

http://Comcom.jcaaPc.org/econet/I
至原製作所のタイオキ

会に「荏原製作所ダイオ’

荏原製作所の焼却炉の閉

'2点を藤沢市並びに荏原1

全解体については、荏原』

零汰

唱俸状況の門蔀掲

衣災＝ エ】車国

泉#と中し人汀した取宋でめったと

かし、ダイオキシン発生現因究明

'ンを発生させた荏原製作所の』

ず第一に､今回の報告書でも事i

竿原が誤配管と称するスクラバ

の誤接続の問題

町【』楢

Iいう誤認謂

然、未解朋

作所のずさ

鉄影塞の拳

タ
カ

の
初 bこの息を磧砺し

の閻題は、焼却炉 里囎管理の間潅

Eろ用語券伸っ

ある。報告書は

,､るが、聞き恒トキシン発生原因として、｜

全燃焼lという言葉を隅翻

周I

もっと率直に認め、市民に謝罪すべきではないか。間欠運転であるにもかかわらず、燃料節約の為

木製パレットや木枠を使ってどうしてダイオキシン発生防止の800℃まで燃焼温度を上げる事が

出来るのか。さらに、そこに塩化ビニールや廃泥、その他工場内の様々な廃棄物を投げ込んでどう

して不完全燃焼が防げるのか。焼却炉運転に必要な初歩的注意義務を怠って、『未燃炭素発生のた

め」などと他人ごとの言い方ですまされるものではない。

今日、原子力研究においてもバイオ研究においても、ヒューマンエラーによる事故が多発しており、

今回の荏原製作所のダイオキシン発生事故に対しても、こうしたヒューマンエラーに寄るところが大で

廷と堂企業責任を貫覚すると共に事故鯛こした責任姉民に謝罪すべきである。（荏原ダイオキシン問題市民対策会議、焼却炉部会責任者小林麻須男）

一一1一一
















